
重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実施状況の達成度判断基準 判定基準 分析及び今後の課題
【成果指標】
・学部を超えて授業研究を行うことで、自
分の授業づくりに生かすことができた。

授業づくりに生かすことができたと思う
教員が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価９４％　　A 縦割りグループで協議を深め
ることで、自身の授業づくりに
も生かすことができた。今後、
グループの研究授業を構想す
る際、指導・支援が適切かを
協議し、自身の授業改善に生
かすことを皆で意識して取り組
めるようにしたい。

【成果指標】
手話やオーディオロジー、及び本県の難
聴児の早期支援の流れや卒業生の状況
などの研修を通して、本校のセンター的
機能の向上の責務について自分も一端
を担っていることを意識することができ
た。

本校のセンター的役割を自分も担って
いることを意識できた教員が、
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価９１％　　A 校内研修で、各部署からどの
ようなセンター的機能を担って
いるかを聞くことで、自分事と
して捉えた教員が多かった。
各課業務で、具体的に本校の
センター的機能とは何かを整
理することも必要である。

○ＩＣＴ推進委員会

【成果指標】
授業のとき、自分のＩＣＴ端末でわからな
いことを調べたり、考えをまとめたり、友
達と意見交換をしたりする等して、意欲的
に課題の解決に取り組むことができた。

学習場面でICT端末を使って、意欲的
に課題の解決に取り組めた児童生徒
が、
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価７２％　　B わからないことを調べることが
できたが、小学部低学年に
は、文字入力に慣れる、写真
から検索する方法を伝える必
要がある。調べた情報を正しく
活用するため、情報の取捨選
択や自分の言葉に直す等の
指導をする。

【成果指標】
・安全にインターネットを利用できるよう、
保護者と連携しながら、子どもの実態を
踏まえ、モラルに則った使用方法を具体
的な事例や体験等を通して、指導するこ
とができた。

子どもの実態を踏まえ、モラルに則っ
た使用方法を指導できたと思う教員が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価９６％　　A 子どもの実態を踏まえ、いろい
ろな機会を通して、情報モラル
に則った使用方法等、インター
ネットを安全に使用する指導
が概ねできている。

【成果指標】
使用時間のコントロールやＳＮＳによる友
人関係等について、安全でモラルを守っ
たインターネットの使用方法があることを
学び、学んだことを意識してインターネッ
トを使用することができた。

安全でモラルを守って、インターネット
を使用することができたと思う児童生
徒が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価８６％　　A 学校、家庭での指導やルール
決めを意識して使用している。
学部集会や外部講師による講
演等でインターネットを安全に
使うことを意識する機会を持つ
など、保護者とも協力して、具
体的な事例や体験を通して伝
え指導していく。

【成果指標】
・安全にインターネットを利用できるよう、
学校と連携しながら、モラルに則った使用
方法について、子どもと話し合う場面を持
ち、見守ることができた。

子どもと話し合ったことが子どものイン
ターネット使用に活かされている様子
が見えた保護者が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価８３％　　A 各家庭でインターネット使用に
あたってのルールを決め、子
どもの様子を見守っている様
子が伺える。引き続き、様々な
機会を通して、子どもの実態を
踏まえ、具体的な事例や体験
を通して、丁寧な指導を行って
いく。

【満足度指標】
キャリアパスポートの活用や授業等にお
いてキャリア教育の視点をもって指導す
る。

キャリアパスポートを活用し、児童生徒
と共に振り返る指導をした担任が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価７３％　　B 担当課は具体的な活用事例
について、先生方に適切に情
報提供する。併せて、キャリア
教育に関する学校の取り組み
をわかりやすく情報発信する
必要がある。

【成果指標】
授業やキャリアパスポートの作成及び活
用を通して、キャリア教育の視点で自分
の目標を意識できた。

キャリアパスポートを活用し、自分につ
いて振り返ることができた児童生徒が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価７６％　　B 概ね振り返ることができたとの
回答が得られたが、小学部低
学年での自己を振り返った実
感が乏しかった。もっと活用出
来たらよかったとの回答もあ
り、更に学校生活での活用を
教師から促していく。

【満足度指標】
懇談時等に担任から、キャリア教育の目
標に対しての子の成長についての説明を
受け、成長を確認できた。

懇談等でキャリア教育の視点で子の成
長が感じられた保護者が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価１００％　A 概ね、指導できたようであった
が、今後も活用の機会や指導
の方法等を発展させていく。
教員間で活用の仕方や指導
の方法等を共有する必要があ
る。

4　効率的、協働的業務
の推進

④各課・各部の業務改善に
向けて効率的、協働的業務
の推進に取り組む。

〇校務会

令和4年度に総務課を新設し、学校や寄宿舎の職員間で業
務を協働的に進めてきた。しかしながら、各課・各部は少人数
で業務を振り分けているため、偏りや時期による業務量の差
が生じがちである。部を越えて課業務を複数で担うなど、一人
一人の業務の負担感を軽減することや時期や量の平準化を
行うことで、業務をより協働的に行い、効率よく進めていく必
要がある。

【成果指標】
効率的に業務を遂行するために、課や部
内、もしくは他の部署と協働し時期や量
の平準化を行うことができた。

協働的に業務を行い、時期や量の平
準化が行えたと回答した課や部が
Ａ　　８０％以上
Ｂ　　７０％以上
Ｃ　　６０％以上
Ｄ　　６０％未満

中間評価５９％　　D 年度当初に決めた係分担の
変更、Teamsを使用した効率
的な情報共有、互いに忙しい
時は声を掛け合い、書類作成
など助け合うことができた等の
工夫があげられた。今後は具
体的な取り組み案を各部で出
し、その点について後期に評
価していく。

令和５年度　自己評価計画書（中間報告）

1　授業改善

① 日本語獲得やＩＣＴ活用等
の視点で様々な発達段階か
ら協議し授業改善を行うこと
で、聴覚障害教育の専門性
を高め、センター的機能の
充実を図る。

〇研究研修課

本校は幼稚部から高等部まで幅広い年齢層の幼児児童生徒
が在籍しているため、学部間で一貫性・系統性をもって、授業
づくりを行うことが課題となっている。さらに本校のセンター的
機能充実のために個々の教員が聴覚障害教育の専門性を
高めることも求められている。
これまでは手話やオーディオロジーに関する研修を行うととも
に、学部の実態に応じた部研究を行い、年度末に各部の取り
組みを発表し合うことで、今後の指導の参考になるようにして
きた。一貫性・系統性を確立するためには、幼児児童生徒の
実態、指導内容、指導方法を共有し、各教科の目標や内容
及び発達段階や生活経験などを踏まえて指導することが重
要である。新学習指導要領に沿って意欲を高め、思考を促す
授業をめざすために、単元構成や発問や板書の工夫、授業
の中での言語指導等の授業の視点について共有し授業改善
につなげたい。また、ＩＣＴ端末の有効な活用についても検証
したい。
さらに、本校のセンター的機能の充実については、専門相談
員だけが担うという考えではなく、学校全体の課題であること
から、個々の教員がセンター的機能の責務を担っていること
を意識しながら専門性の向上に向けて取り組んでいくようにし
たい。

2　安心・安全な学校づく
り

②ＳＮＳやオンラインゲーム
等での問題を家庭と共有し、
聴覚に障害のある子の視点
から安全にかつ情報モラル
を守って使用できるよう取り
組む。

○指導課

令和4年度のアンケート結果より、保護者も児童生徒もＳＮＳ
やオンラインゲーム等の使用にあたり、概ね安全な使用がで
きたという回答が多く見られた。
一方で、使用時間のコントロールが難しいことやＳＮＳのやり
とりから友人関係に支障をきたすこと、話し言葉よりも文字の
視覚情報としての便利さを安易に捉え、ＳＮＳによる情報の扱
いに関する意識が低いことが表面化すること等があった。
一般的に示されている安全な使用、モラルを守った使用につ
いての知識は蓄積されてきているが、実際の使用場面では
生かされにくい状況を鑑み、聴覚に障害のある子の視点から
丁寧な指導も必要である。
家庭とも引き続き問題点を共有し、児童生徒が安全でモラル
に則った使用方法ができるよう指導していきたい。

3　キャリア教育の推進

③キャリア教育全体計画と
個別の教育支援計画の目標
を関連付け昨年度作成した
キャリアパスポートを活かし
個々のキャリア発達を促す。

○進路指導課

昨年度キャリアパスポートが作成され、個々で活用が始まっ
た。
保護者とは懇談の機会等を通して個別の教育支援計画と関
連付けたキャリアの視点の目標や成長を共有してきた。
令和4年度のアンケートより、児童生徒も自分の目標を意識
し、ふりかえりにより達成されたかどうかを自身で成長を実感
している発言が見られたことや、次の学期へつながる取組と
なったこと、また、単に進学の進路指導だけでなく、将来を見
据えた指導に役立てることができたことなどの成果があった。
そこで、児童生徒が令和4年度の取組を踏まえて次の学年で
自分の目標や取組について考えられるよう発展的に活用して
いくとともに、保護者とも引き続きキャリア発達の視点からの
目標や成長について共有していきたい。

石川県立ろう学校


